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A. 研究目的 
 2005年，たばこの規制に関する世界保健機関
枠組条約（FCTC）が発効し，締約国は，たば
こ消費の削減に向けた広告・販売への規制や密
輸対策をはじめ，たばこによる健康被害防止の
ためのヘルスコミュニケーションの実施が要求
されている。 
「第 11条：たばこ製品の包装及びラベル」で
は，締約国に対して，喫煙を主な要因とする疾
病の警告表示の義務付けや，各国でのたばこ政
策の実施へ向けた国内法制定のための実践的な
支援対策がガイドラインとして提示されている。
こうした FCTCの発効により，各国でのたばこ
対策は飛躍的に進められている１）。カナダは世
界で初めて 2001年より画像警告表示を導入し，
2017年には 105ヶ国まで増加している 2）。その
他，禁煙者の増加を目的に実施された，包装上
に禁煙電話相談サービス（クイットライン）の
連絡先を表示する対策や，オーストラリアでは
2012年よりたばこ製品特有の色使い・画像・マ

ークなどの使用が禁じられた「プレーンパッケ
ージ」が導入されている。 
一方，日本国内では，財務省所管の「たばこ
事業法」施行規則第 36 条の規定により「注意
文言」が包装主要面の 30％の面積で記されてい
るだけであり，FCTC で求められる最低限の条
件を満たすのみである。この様に，他国と比べ
ても日本国内のたばこ対策は大きな遅れを取っ
ている状況にある。 
このような中，2016年 2月に「たばこ事業法」
を所管する財務省により，たばこパッケージ表
示の見直しと，警告文の表示をより効果的なも
のへ強化していく方針が発表された。2016年 6
月の財政制度等審議会 たばこ事業等分科会表
示等部会において，同年 4 月に実施した「注意
文言の認知状況等に関するアンケート調査」結
果を交えて，「注意文言の在り方について」が提
示された 3）。その中では，現行の注意文言と比
較して，「注意文言の内容を簡潔なものとし，文
字数を削減して読みやすい表現とする。」，「未成
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年者の喫煙防止に関する注意文言をすべての商
品のパッケージに表示する。」ことなどが提案さ
れているが，画像警告表示については，「過度に
不快感を与えないようにすることが必要と考え
られる。」として今後の検討課題とされた。  
昨年度の調査では，財務省提案に対する国民
の認識について WEB アンケート調査により意
識調査を行ったところ，警告表示としてのインパ
クトが小さいことが示された。本年度研究では，
モデルパッケージを提示して，国民の認識につ
いて WEB アンケート調査により実施検討を行
った。 

 
B. 研究方法 
日本の一般住民を対象として楽天リサーチ株

式会社によりインターネット調査を実施した。

調査実施期間は2018年1月26日～3月20日であ
った。 
質問項目は，現行のパッケージに対する認識，

海外での画像付き警告表示の導入の認知度，

Fongらの報告4）を参考に，現行デザインに加え，

文字を大きくしたテキストだけの警告表示，画

像付きの警告表示などのモデルパッケージを提

示し，「若者に喫煙開始を思いとどまらせる効

果」，「禁煙したいと思わせる効果」，「喫煙

の危険性を伝える効果」，「警告表示として，

望ましいと思う順位付け」について質問した。 
質問項目の詳細は，後述の＜アンケート質問

項目＞を参照いただきたい。 
なお，別項目で質問した，下記（１）～（２）

のいずれかに該当する者を不正回答とみなし，

分析から除外した。 
（１）「あなたは，現在アルコールや薬物を

飲んだり，使ったりしていますか。下記のそれ

ぞれについてお答えください。1.アルコール（ビ
ール・日本酒・焼酎・ワイン・ウイスキーなど）

2.睡眠薬・抗不安薬 3.ネオシーダー4.シンナー
やトルエンなど有機溶剤の吸引（仕事上の適切

な使用については問わない）5.モルヒネなどの
麻薬（癌による疼痛に使用する場合などを除く）

6.危険ドラッグ（脱法ハーブ・マジックマッシ
ュルームなど）7.大麻（マリファナ）8.覚せい
剤・コカイン・ヘロイン」の質問に対して全て

の項目に「ほとんど毎日使った」と回答した者 
（２）「あなたには現在，持病がありますか。

1.高血圧 2.糖尿病 3.喘息（ぜんそく） 4.アト
ピー性皮膚炎 5.狭心症 6.心筋梗塞 7.脳卒中
（脳梗塞もしくは脳出血） 8.COPD（慢性閉塞
性肺疾患） 9.がん（肺，口腔咽頭，喉頭） 10.

がん（食道，胃） 11.がん（肝臓，膵臓，腎臓，
尿路，膀胱） 12.がん（その他） 13.うつ病 14.
うつ病以外の精神疾患」の質問に対して全ての

項目に「現在ある」と回答した者。 
有効回答，10,403例についてクロス集計結果
を提示する。 

 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関して大阪府立成人病センター（現
在の大阪国際がんセンター）の倫理審査委員会
からの承認を得て実施した。 
 
C. 研究結果と考察 
C.1.  現行のパッケージに対する認識 (Q60) 
「国内で販売されるたばこのパッケージの警

告表示が，タバコの有害性を認識するのに十分

な表示方法であるか？」という質問に対し，「そ

う思う」，「ややそう思う」，「あまりそう思わな

い」，「そう思わない」の回答割合が，それぞれ

15.80%, 29.40%, 33.07%, 21.73%であり，「あ
まりそう思わない」，「そう思わない」の合計が

54.8%と過半を占めていた。喫煙状況別にみる
と，喫煙者において現行の表示で認識するのに

十分とする回答割合が高い傾向にあった。 
 
C.2. 海外の画像付き警告表示に対する認知
(Q61) 
画像付き警告表示を知っているという回答は

全体で 32.64%であったが，喫煙状況別にみると，

非喫煙者，過去喫煙者，喫煙者において，それ

ぞれ，25.39％，32.25％，44.20％と，喫煙経験

を有するものほど，認知が高い傾向が認められ

た。 
C.3.  ＜モデルパッケージ＞について，どのよ
うに評価するか(Q62) 
現行のパッケージ表面 30％にテキストのみ

の警告表示から，警告表示の文字を大きく端的

な表現にしたもの，画像付きのモデルなど５種

類のパッケージモデルを提示して回答を求めた。 

「若者に喫煙開始を思いとどまらせる効果」

については，喫煙状況に関わらず，テキスト情

報だけのパッケージの効果は低いとする回答が

大半であった。画像警告表示を入れることで，

効果が高いとする回答が増加した。 
「禁煙したいと思わせる効果」，「喫煙の危

険性を伝える効果」についてもほぼ同様の傾向

が認められた。 
C.4.  望ましい＜モデルパッケージ＞の順位
付け 
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５種類の提示したモデルパッケージにおいて，

望ましい順位付けでは，全体で 52.82％が画像

が大きく，警告表示の面積が最大（全体 75％,
画像と文字の比率は約 2：1）のパッケージ・デ
ザイン[5]を 1 位に選んだ。一方で，喫煙状況別

にみると，デザイン[5]を 1 位に選んだ割合は，

非喫煙者，過去喫煙者，喫煙者において，それ

ぞれ，60.91％，61.16％，34.06％と，喫煙者群

だけが少なく，逆に，デザイン[5]を 5 位に選ん

だ割合は，それぞれ 19.61％，22.61％，50.76％

と，喫煙者においては，画像警告表示を避ける

傾向が認められた。 

 

財務省が，2016 年 4 月に「注意文言の認知状

況等に関するアンケート調査」を実施したほぼ

同時期に，国立がん研究センターにおいて「た

ばこパッケージの警告表示について」意識調査

を実施し結果を公表している 5）。 
 その結果概要では， 

 画像を不快・不適切と感じるかどうかは，
意見が分かれるが，喫煙者が表示を認識

し，表示内容を読む効果が大きいのは，

画像つきの警告表示。 
 警告表示の面積割合を大きくすること
については，喫煙者の 47％，成人全体
の 72％が賛成。 

 警告表示に画像を入れることは，喫煙者
の半数近く，成人全体の 70％が賛成。
反対は喫煙者でも 20％と少ない。 

と報告されており，たばこ事業等分科会表示

等部会の提示案とは相当に乖離するところであ

る。今回の調査においても，喫煙者，非喫煙者

を問わず，健康警告表示として，画像付き警告

表示の導入を含めた，より明確な情報提示の必

要性が示唆された。 
 

D. 結論: 警告表示のインパクト 
The International Tobacco Control Policy 

Evaluation Project (ITCプロジェクト)に基づ
き国際比較可能な質問紙を用いて日本の喫煙者

のたばこ警告表示に関する認知に関して検討し

たところ，たばこ警告表示に気づいた人，たば

こ警告表示をきっかけに健康への害を大いに考

えた人，たばこ警告表示によって自分が禁煙す

る可能性が大いに高まると回答した人が，いず

れも 警告表示が進んでいる国に比較し，圧倒的
に少なかった。文字だけで，長文の警告表示は，

喫煙者に対しても読まれる機会は低く，たばこ

規制の取組みから受けているインパクトが諸外

国に比べ非常に小さいことが示されている 6）。  
WHOによる FCTCの発効により，世界各国
では喫煙に対するさまざまなたばこ対策が進め

られ，中でも，画像による健康警告表示やプレ

ーンパッケージの導入の先駆けとなったカナダ

やオーストラリアでは，規制の強化により喫煙

率の低下にも大きく貢献してきている。 
パッケージの健康警告表示は１日２０本喫煙

する喫煙者であれば，年間最低 7,200回は目に
し，有効なパッケージデザインを選択すると強

力なタバコ対策となる。実施は，規制当局で方

針を提示することが可能であり最も実施しやす

い政策の一つでもある。 
今後，国内での FCTC 第 11 条普及のため，
たばこ警告表示を短く明確な文言を用い，より

大きな文字・面積で示すとともに，少なくとも

写真・画像警告表示の導入を早期に実現し，主

に未成年者を対象とした喫煙に関する教育・啓

発に力を注ぐとともに，喫煙者のためのクイッ

トラインの表示を含め，総合的なたばこ対策を

より一層強力に推進していく必要がある。 
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G．知的財産権の出願・登録状況 
      なし 



77 
 

＜アンケート質問項目＞
Q60 現在，国内で販売されるたばこのパッケージには，喫煙が引き起こす健康影響などの警告表
示が表示されていますが，これらはタバコの有害性を認識するのに十分な表示方法だと思いますか。 
選択肢；1.そう思う  2.ややそう思う  3.あまりそう思わない  4.そう思わない 

 
 

 
 

Q61 海外では，以下のパッケージに表示されている様に，喫煙によって生じる病気の写真・画像
が警告表示として使われていることを知っていますか。 
選択肢；1.知っている  2.知らない 

 
 
Q62 下図に示すタバコのパッケージデザイン［1］〜［5］について，お答えください。 

 
Q62-1 若者に喫煙開始を思いとどまらせる効果がどれくらいあると思いますか。 
選択肢；1.全く効果がない  2.少し効果がある  3.中程度効果がある 

4.かなり効果がある  5.極めて効果がある 
Q62-2 警告表示を目にした場合に，どれくらい禁煙したいと思わせる効果があると思いますか。 
選択肢；1.全く効果がない  2.少し効果がある  3.中程度効果がある 

4.かなり効果がある  5.極めて効果がある 
Q62-4 タバコの警告表示として，望ましいと思う順に順位付けしてください。 
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＜アンケート結果概要＞ 
 
 
  

回
答
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の
最
も
高
い
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ル
を
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で
提
示
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以
下
同
様
）
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